
水族館の
飼育員の

仕事を体
験できる

人気のプ
ログラム

「体験！
一日飼育

係」

水
すい

族
ぞく

館
かん

の仕事　～学
がく

習
しゅう

交
こう

流
りゅう

係
がかり

～　前編‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２．３

いるかの時間・あざらしの時間「イルカの赤ちゃんが生まれました！」‥‥４

ここがみどころ「４－９　錦
きん

江
こう

湾
わん

水
すい

槽
そう

（アオリイカ）」‥‥‥‥‥‥‥５

錦江湾のなかまたち

　「106.‥ヤツデスナヒトデとトゲモミジヒトデヤドリニナ」‥‥‥‥‥５

アクアラボ「ワムシってどんな生きもの？」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６

特
とく

別
べつ

企
き

画
かく

展
てん

「海の宝を釣
つ

り上げろ！～鹿児島の釣
ちょう

魚
ぎょ

展～」‥‥‥‥‥‥６

特別企画展「のぞいてみよう　海
かい

藻
そう

の世
せ

界
かい

」ができるまで‥‥‥‥‥７

いおワールド通信‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８

鹿児島‥未知の魚を発見！「№39‥ホタルビオニハゼ」‥‥‥‥‥‥‥‥８
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体
たい

験
けん

塾
じゅく

」、飼育員の仕事を体験する「体験！一日飼育
係」、高校生以上の大人を対象とした「大人のための
体験飼育係」などです。多くは事

じ

前
ぜん

応
おう

募
ぼ

型
がた

の講座です
が、未

み

就
しゅう

学
がく

児
じ

とその保
ほ

護
ご

者
しゃ

を対象とした毎月１０日の
「いおの日」工作イベントなど、当日先着で参加できる
プログラムもあります。

プログラムを実施する裏側では…
学習交流係の仕事のひとつは、このようなプログラ
ムの開

かい

発
はつ

や運
うん

営
えい

です。具
ぐ

体
たい

的
てき

には各プログラムの計画
やスケジュール調

ちょう

整
せい

、お客さまとの連絡、他
た

部
ぶ

署
しょ

との
打ち合わせやリハーサルなどを行います。ほかにも、
チラシやポスターの作成、ホームページ・ＳＮＳを使
用した広報、応募型のプログラムの抽

ちゅう

選
せん

、参加者への
資
し

料
りょう

送
そう

付
ふ

、名
めい

簿
ぼ

や資料の作成、教
きょう

材
ざい

の準備や会
かい

場
じょう

設
せつ

営
えい

、当日の受付や解説など、一
いち

連
れん

の業
ぎょう

務
む

を担当しま
す。終了後はアンケートや担当職員の反

はん

省
せい

をまとめて
報
ほう

告
こく

書
しょ

を作成し、ときには次回に向けてプログラムを
改
かい

良
りょう

することもあります。
このように、ひとつのプログラムの裏側には実は細
かい仕事が数多く存在します。すべてのプログラムを
合わせると１年間で数百件の受け入れとなるため、予
約の重

ちょう

複
ふく

や伝
でん

達
たつ

ミスなどがないように細
さい

心
しん

の注意を払
はら

いながら運
うん

営
えい

します。
水族館のプログラムはほとんどがオリジナルです。
例
たと

えば、いおの日の工作はテーマの選
せん

定
てい

から試
し

作
さく

、解
説用のスライドやプリントもすべて自分たちで作成し
ます。「小さい子どもが安全に楽しく工作できるか？」
「難しい工程はないか？」など、試

し

行
こう

錯
さく

誤
ご

を重ねてプロ
グラムを完成させます。飽

あ

きずに参加できるよう毎年
新しい工作を追

つい

加
か

したり、ＳＤＧｓの取り組みとして
プラスチックや不

ふ

燃
ねん

物
ぶつ

をなるべく使用しないプログラ
ムの開発に力を入れたりと工夫しています。

楽しく学ぶことのできる生
しょう

涯
が い

学
が く

習
しゅう

施
し

設
せ つ

として
水族館はよく「海や自然への玄

げん

関
かん

口
ぐち

」に例えられま
す。海の中の世界は、残

ざん

念
ねん

ながら誰
だれ

でも簡単に見るこ
とができる場所とは言えません。海の中はどのような
環境で、どのような生きものがいて、そしてどのよう
な問題が起こっているのか？水族館の展示やプログラ
ムを通して知ってもらうことで、皆さまが興味や関心
を抱いたり、親しみを感じたりするきっかけになれば
と考えています。海をとりまく環境は年々悪

あっ

化
か

してい
ますが、正しく知ることで保

ほ

全
ぜん

の意
い

識
しき

が高まり、人々
の行動が変わるかもしれません。一人ひとりの意識や
行動が変われば、海や環境にとってよりよい未来につ
ながる可能性があります。その一歩として、水族館で
はさまざまな教育普及活動を行い、「海の今を伝えるこ
と」に取り組んでいます。
学習交流係は、今後も多様なプログラムを通して海
や生きものの情

じょう

報
ほう

や魅
み

力
りょく

を皆さまにお届けしていきま
す。楽しく学ぶことのできる生涯学習施設として、広
く学びの機

き

会
かい

をつくり、「海や自然への玄関口」の扉
とびら

を
開くサポートができれば幸

さいわ

いです。� （二
に

階
かい

堂
どう

　梨
り

沙
さ

）

いおっ子海っ子体験塾

いおの日工作イベントの解説

工作プログラムは職員が試作を重ねて完成します

かごしま水族館のイベント・講座等の
プログラムについては公式ホームページ
をご覧ください。� ▶▶▶
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展
てん

開
かい

しています。年間で最
もっと

も多く実施しているのは
「バックヤード見学」です。館

かん

内
ない

最
さい

大
だい

の水
すい

槽
そう

「黒
くろ

潮
しお

大
だい

水
すい

槽
そう

」でジンベエザメをはじめとする魚たちの解説や、
水をきれいに保

たも

つ循
じゅん

環
かん

のしくみなど、水槽の裏側を見
学しながら知ることができます。また「イルカの話が
聞きたい！」「水族館の獣

じゅう

医
い

師
し

の話が聞きたい！」な
ど、具

ぐ

体
たい

的
てき

な要
よう

望
ぼう

があれば「生きもの講座」として飼
育員や獣医師による講

こう

話
わ

を行ったり、生きものの観
かん

察
さつ

や実
じっ

験
けん

、工作などの活動を行ったりします。視
し

覚
かく

や聴
ちょう

覚
かく

などに障
しょう

がいのある方、支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

などの講座の受け
入れも個

こ

別
べつ

に対応します。ほかにも、学校へ出
で

向
む

いて
職業講

こう

話
わ

を行う出
しゅっ

張
ちょう

授
じゅ

業
ぎょう

や、中学生・高校生の職場体
験、大学生の実

じっ

習
しゅう

の受け入れなども行います。

個人でも参加できるプログラム
皆
みな

さまが個人で参加できるプログラムもあります。
小中学生が対象の「ワクワクきびなご塾」、さらに深
く学びたい小中学生向けの連続講座「いおっ子海っ子

特 集

かごしま水族館の組
そ

織
しき

は「生きものの飼
し

育
いく

に直
ちょく

接
せつ

関
かか

わる部
ぶ

署
しょ

（展
てん

示
じ

第
だい

一
いち

課
か

・展示第
だい

二
に

課
か

）」と前号で紹
しょう

介
かい

した「生きものの飼育には直接関わらない部署（総
そう

務
む

課
か

・企
き

画
かく

営
えい

業
ぎょう

課
か

）」に分かれます。
今回は展示第一課の中の学

がく

習
しゅう

交
こう

流
りゅう

係
がかり

を紹介します。
学習交流係の主な仕事は教

きょう

育
いく

普
ふ

及
きゅう

活
かつ

動
どう

と生きものの飼
育ですが、本号では教育普及活動にスポットを当てて
みました。

学習交流係は何をする係？
学習交流係の主な仕事のひとつが「教育普及活動」
です。“学習交流”や“教育普及”という言葉は少し難

むずか

しく聞こえるかもしれません。しかし水族館では堅
かた

苦
くる

しい“お勉
べん

強
きょう

”ではなく、水族館にいる生きものや解
かい

説
せつ

などを通して「海や生きものについて楽しく知って
もらいたい」「海や環

かん

境
きょう

に興
きょう

味
み

や関心を持ってもらいた
い」と考えています。「生きものを通して正しい情

じょう

報
ほう

を
楽しく伝えること」は水族館の役

やく

割
わり

のひとつです。
水族館には赤ちゃんから高

こう

齢
れい

の方までさまざまな方
が来館します。それぞれの年

ねん

代
だい

や目
もく

的
てき

、ニーズに合っ
た講

こう

座
ざ

やイベントなどのプログラムを実
じっ

施
し

して、楽し
く学ぶことのできる環

かん

境
きょう

を整
ととの

えるのが学習交流係の仕
事です。今回は代

だい

表
ひょう

的
てき

なプログラムの内容やその裏
うら

側
がわ

で行う仕事を紹介します。

団
だ ん

体
た い

向けのプログラム
当館では遠足などで来館する保

ほ

育
いく

園
えん

や幼
よう

稚
ち

園
えん

、学
校、一

いっ

般
ぱん

の団
だん

体
たい

を対
たい

象
しょう

に、水族館で学ぶプログラムを

かごしま水族館の組織図

バックヤード見学

生きもの講座

水
す い

族
ぞ く

館
か ん

の仕
し

事
ご と

　～学
が く

習
しゅう

交
こ う

流
りゅう

係
がかり

～
前編

企画営業係

生きものの飼育に
関わらない部署

生きものの飼育に
関わる部署

総務課 管理係

施設係

魚類展示係

海獣展示係

学習交流係

企画営業課

展示第一課

か
ご
し
ま
水
族
館

展示第二課
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４－９　錦
きん

江
こう

湾
わん

水
すい

槽
そう

　　　　（アオリイカ）

錦江湾の浅
あさ

瀬
せ

には海
かい

藻
そう

が広がる藻
も

場
ば

があり、多く
の生きものにとって大切な場所となっています。棲

す

み
家
か

や隠
かく

れ家
が

、産
さん

卵
らん

場所などさまざまな役
やく

割
わり

を担
にな

う藻
場は「海のゆりかご」とも呼ばれます。その藻場を
利用している代

だい

表
ひょう

的
てき

な生きものがアオリイカです。
アオリイカは体の色を自由に変

か

えて、なかまとコミュ
ニケーションをとったり周

しゅう

囲
い

に溶
と

け込
こ

み身を守ったり

します。アオリイカは春から夏にかけて、産卵のため
に浅

あさ

瀬
せ

にやってきて、海藻や沈
しず

んだ木などに卵
らん

塊
かい

を
産
う

みつけます。アオリイカの寿
じゅ

命
みょう

は基
き

本
ほん

的
てき

に１年で、
オスもメスも交

こう

接
せつ

後まもなく死んでしまいますが、卵
たまご

を藻場のゆりかごに託
たく

し、命を繋
つな

いでいきます。
水槽内には、アオリイカ以

い

外
がい

にもクロホシイシモ
チやサザナミフグ、イセエビなどがおり、隠れたり
えさを捕

と

らえたりとさまざまな方
ほう

法
ほう

で環
かん

境
きょう

を利
り

用
よう

し
ています。小魚たちは天

てん

敵
てき

となる生きものから身を
守るために海藻の中を縫

ぬ

うように泳ぎまわります。
夜には海藻に寄

よ

り添
そ

いながら眠
ねむ

っている魚の横を、
イセエビが獲物を探

さが

すために歩き回ります。まるで
水中の秘

ひ

密
みつ

基
き

地
ち

のような豊
ゆた

かな浅瀬で生きものたち
は静

しず

かにたくましく生きています。ぜひ足を止めて
生きものたちの営

いとな

みを見つけてみてください。
� （中

なか

川
がわ

和
かず

輝
き

）

106.  ヤツデスナヒトデと　　　　
トゲモミジヒトデヤドリニナ

「かゆーい、だれか背
せ

中
なか

かいて！」と聞こえてき
そうな体

たい

勢
せい

のこのヒトデはヤツデスナヒトデです。
腕
うで

の長さだけで２０～３０㎝にもなる大型のヒトデ
です。八つ手（やつで）という名前ながら、腕の数
は７～１０本と個

こ

体
たい

によって差
さ

があり、錦
きん

江
こう

湾
わん

の個
体は、ほとんどが９本腕です。普

ふ

段
だん

は砂
すな

の中に潜
もぐ

っ
てじっとしていますが、移

い

動
どう

するときは腕につい
ている管

かん

足
そく

を使って砂の上をすべるように、かなり

のスピードで這
は

っていきます。ヒトデの体をよく見
ると、白くて小さなものが点々とついています。こ
の小さな点はトゲモミジヒトデヤドリニナという貝
で、トゲモミジガイ（カイといってもヒトデのなか
ま）やヤツデスナヒトデなどに寄

き

生
せい

します。写真の
ヒトデの変

へん

な方向に曲がっている腕の先の管足の間
にもこの貝がついていました。ヤツデスナヒトデは
先ほどの管足を使って、寄生している貝を取ろうと

しています。貝が寄生している場所が痛
いた

い
と感じているのか、かゆいと感じているの
かは、ヒトデに聞いてみなければ分かりま
せんが、何かしらの刺

し

激
げき

でそこに貝がいる
ことが分かっているようです。ヒトデはこ
の体勢をキープしたまま、するすると深場
へと去っていきました。最

さい

近
きん

の研究では、
エビやカニが痛みを感じることが分かって
いますが、ヒトデが何を感じているのか、
とても気になる出会いでした。�（柏

かしわ

木
ぎ

伸
のぶ

幸
ゆき

）
ヤツデスナヒトデ 管足でトゲモミジヒトデヤドリニナを

取ろうとしている

4

出産の兆候をつかむことにしました。その結
果、２０２５年２月２３日にマールの体温が平
熱の３６．９℃から３５．９℃まで下がったこと
が確認でき、出産が近いことが分かりました。
すぐに他

ほか

のイルカを別のプールに移
い

動
どう

させ、
２４時

じ

間
かん

観
かん

察
さつ

できる体
たい

制
せい

を整
ととの

え、いつ生まれて
も大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

なように準
じゅん

備
び

を進めました。
そして翌

よく

日
じつ

の２月２４日午前２時、観
かん

察
さつ

をし
ていた飼育員から「尾びれが出てきました」と
連
れん

絡
らく

があり、急
いそ

いで水族館へ向
む

かいました。

駆
か

けつけてから約２時間後、午前４時４５分
に赤ちゃんイルカが誕生しました。イルカは水
中では呼

こ

吸
きゅう

ができません。赤ちゃんにとっては
生まれた瞬

しゅん

間
かん

に自
じ

力
りき

で水面に泳ぎ出し、呼吸を
することが生きるための最初の関

かん

門
もん

です。小さ
な呼吸音が聞こえた瞬間、その場にいた飼育員
全員がほっとしました。

今回はマールの妊娠が確認されてから出産ま
でを紹介しました。これからも私たち飼育員は
赤ちゃんの成

せい

長
ちょう

を含
ふく

め、イルカたちが健
けん

康
こう

に過
す

ごせるようにサポートしていきます。ぜひ皆
みな

さ
まも赤ちゃんがすくすくと成長していく姿

すがた

を温
あたた

かく見
み

守
まも

ってください。� （長
は

谷
せ

部
べ

　心
し ゅ う

優）

２０２５年２
月２４日にハン
ドウイルカの
マールが１頭の
赤ちゃんイルカ
を出

しゅっ

産
さん

しまし
た。かごしま水

すい

族
ぞく

館
かん

では５年ぶ
りのイルカの誕

たん

生
じょう

です。
お母さんのマールは推

すい

定
てい

年
ねん

齢
れい

３４歳。当館が
開
かい

館
かん

した時から飼
し

育
いく

しているイルカで、今回２
回目の出産です。お父さんも同じく推定年齢
３４歳のイルカ、ラスターです。
今回はマールの妊

にん

娠
しん

が確
かく

認
にん

できてから赤ちゃ
んが生まれてくるまでを紹介します。
２０２４年２月に、マールとラスターの交

こう

尾
び

を確
かく

認
にん

しまし
た。それから定

てい

期
き

的
てき

に血
けつ

液
えき

検
けん

査
さ

や超
ちょう

音
おん

波
ぱ

検査な
どを行い、同年
５月にはマール
のお腹

なか

の中に赤
ちゃんがいるこ
とが分かりまし
た。
超音波検査で確認した赤ちゃんの大きさは全
長２１㎝でした。赤ちゃんへの影

えい

響
きょう

を考え、い
るかの時間中もお腹を打ちつけるような動

うご

きや
ステージに上がる動きなどは、段

だん

階
かい

的
てき

に制
せい

限
げん

す
るなどの対

たい

策
さく

を進
すす

めました。
また、他のイルカの同居により、出産や育

いく

児
じ

に影響が出ないともかぎりません。出産の兆
ちょう

候
こう

が見られたらすぐに他のイルカたちが別のプー
ルに移

い

動
どう

できるように、プール間
かん

移動のトレー
ニングを重

かさ

ねました。ハンドウイルカの妊娠期
間は約１２か月です。出

しゅっ

産
さん

の１～２日前になる
と体温が平

へい

熱
ねつ

より１～１．５℃下がることが分
かっています。出産予定日の１か月前からは通

つう

常
じょう

１日１回行う体温測定を朝夕２回に増
ふ

やし、

イルカの赤ちゃんが生まれました！イルカの赤ちゃんが生まれました！

マールと赤ちゃんイルカ

超音波検査（エコー検査）で
確認された赤ちゃんイルカ

生後３８日の赤ちゃんイルカの様子（４月３日）

出産中の写真
イルカの赤ちゃんは頭からではなく尾びれから出てきます
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特特
とくとく

別別
べつべつ

企企
きき

画画
かくかく

展展
てんてん

「のぞいてみよう　「のぞいてみよう　海海
かいかい

藻藻
そうそう

のの世世
せせ

界界
かいかい

」ができるまで」ができるまで
いように注

ちゅう

意
い

しながら大
だい

事
じ

に持
も

ち帰り、無
ぶ

事
じ

展示にこ
ぎつけました。

海藻の美
うつく

しさを伝
つた

えたい！
海藻押

お

し葉
ば

標
ひょう

本
ほ ん

と海藻ハーバリウム
海藻の魅

み

力
りょく

の一つであり、私が海藻の世
せ

界
かい

へ足を踏
ふ

み入れるきっかけとなったのは、その「美しさ」で
す。規

き

則
そく

正しく分
ぶん

岐
き

する枝
えだ

や、精
せい

密
みつ

ペンで描
えが

いたよう
な繊

せん

細
さい

なつくりなどの造
ぞう

形
けい

美
び

、そして深
ふか

い紅
べに

色
いろ

や鮮
あざ

や
かな緑

みどり

色などの色
しき

彩
さい

美
び

。海藻の視
し

覚
かく

的
てき

な美しさは、近
年アートの側

そく

面
めん

からも注
ちゅう

目
もく

されています。これらの魅
力は押し葉標本にした時に際

きわ

立
だ

ちます。立
りっ

体
たい

的
てき

でわか
りにくい枝の付き方も、平

へい

面
めん

になるとそのつくりがよ
く見えます。かごしま水族館では、開

かい

館
かん

した１９９７
年から飼

し

育
いく

員
いん

が作
さく

製
せい

してきた５００枚
まい

ほどの海藻押し
葉標本を所

しょ

蔵
ぞう

していますが、普
ふ

段
だん

の展示で日の目を浴
あ

びる機
き

会
かい

はほとんどありま
せん。そこで今回は、壁

かべ

一
いち

面
めん

に押し葉標本展示スペー
スを作ることにしました。
また、色彩美を伝える展示
として、「海藻ハーバリウ
ム」も制

せい

作
さく

しました。展示
中は「こんなに綺

き

麗
れい

なんだ
ね～」「額

がく

に入れて飾
かざ

りた
い！」などの声が聞こえ、
海藻がもつ「美しさ」とい
う魅力も知ってもらえたと
感
かん

じています。

海藻loverを増やしたい！　１０年後への野望
今回は当館初

はじ

めての海藻の特別企画展だったという
こともあり、主

おも

に初めて知る方に向けて解
かい

説
せつ

や展示を
行いました。今回の展示を通して、少しでも海藻の魅
力が伝わっていたら嬉

うれ

しいです。そして私には新たな
野望ができまし
た。１０年後に
もう一

いち

度
ど

海藻を
テーマにした特
別企画展を開催
することです。
次
じ

回
かい

は更
さら

にマニ
アックな展示を
作ろうと企

たくら

んで
いますので、今

回興
きょう

味
み

を持ってくれた方も以
い

前
ぜん

から海藻を好
す

きな方
も、楽しみに待

ま

っていてもらえれば幸
さいわ

いです。それま
でに海藻を好きな方がもっと増えるよう、今後も常設
展示やイベントなどを通してコツコツ海藻の魅力を発

はっ

信
しん

していきます。� （堀
ほり

江
え

　諒
まこと

）

かごしま水
すい

族
ぞ く

館
か ん

初
は つ

の海藻の企画展
２０２５年の
春開

かい

催
さい

の特別企
画展担

たん

当
とう

になっ
た私

わたし

にはある
野
や

望
ぼう

がありまし
た。私は大学で
海藻沼

ぬま

にはまっ
てしまった海藻
loverで、 こ の
１０年ひそかに
海藻の特別企画展を行いたいと考えていたのです。
海藻の飼

し

育
いく

は簡
かん

単
たん

なものとそうでないもので大きく
差
さ

があります。比
ひ

較
かく

的
てき

水
すい

温
おん

差
さ

や環
かん

境
きょう

変
へん

化
か

に強い種
しゅ

は
水族館の水

すい

槽
そう

内
ない

でも難
なん

なく増
ふ

えていきますが、飼育の
難
むずか

しい種では増やすどころか数週間維
い

持
じ

するのも容
よう

易
い

ではありません。そんな中で数か月の展
てん

示
じ

を状
じょう

態
たい

よく
行うには、さまざまな種の長

ちょう

期
き

飼
し

育
いく

に挑
ちょう

戦
せん

しつつ、育
そだ

てやすい種の選
せん

定
てい

と維持、海からの補
ほ

充
じゅう

も考えなくて
はなりません。幸

こう

運
うん

なことに、海藻が繁
はん

茂
も

する季
き

節
せつ

は
冬から春にかけて。特別企画展の時

じ

期
き

もバッチリ、こ
れはチャンス！こうして念

ねん

願
がん

の海藻展に向けて本
ほん

格
かく

的
てき

に舵
かじ

を切ることになりました。

目
もく

的
て き

の海藻を探
さが

し出せ！　海藻採
さい

集
しゅう

特別企画展開
かい

始
し

直前、私たちは奄
あま

美
み

大
おお

島
しま

へ向
む

かいま
した。鹿

か

児
ご

島
しま

本土では見ることのできない、南
なん

方
ぽう

系
けい

の
緑
りょく

藻
そう

類
るい

を採集するためです。
海藻が生

せい

育
いく

する場
ば

所
しょ

は種によって違
ちが

い、岩
がん

盤
ばん

や砂
すな

地
ち

、波
なみ

の激
はげ

しい場所や反
はん

対
たい

に穏
おだ

やかな場所などさまざ
まです。多

た

種
しゅ

の海藻を集
あつ

めるには、それぞれが生育す
る環

かん

境
きょう

で探す必
ひつ

要
よう

があります。ある程
てい

度
ど

の種において
は生育場所に目星が付

つ

けられましたが、砂地に生息す
るコテングノハウチワは確

かく

保
ほ

できるか不
ふ

安
あん

なまま島
しま

へ
向かいました。
順
じゅん

調
ちょう

に採集が進
すす

む中、砂地を探してみてもコテン
グノハウチワは見当たりません。時期がずれると見つ
からないこともあるため、まだ時期が早かったか…？
と思っていたその時！遠くの方に小さな影

かげ

が複
ふく

数
すう

見え
ます。砂地からにょきっと生えた独

どく

特
とく

なその形！興
こう

奮
ふん

しながら全
ぜん

速
そく

力
りょく

で（海藻は逃
に

げも隠
かく

れもしないのです
が…）近づくと、立

りっ

派
ぱ

なコテングノハウ
チワがあるではあり
ませんか！畑

はたけ

かと思
うほどにょきにょき
生えています。水中
で思わず「うおおお
おお！」と声が出ま
した。採集しすぎな

展示入口部分
鹿児島の美しい藻場の映像を
大型モニターで流した

４月の錦江湾内の様子
陽の光を浴びた海藻が水中でキラキラと輝く

やっと見つかったコテングノハウチワ
砂の中にはこん棒状の根部が埋まっている

押し葉標本の展示
形や色の美しさが際立つ標本を

選んだ

6

ワムシって
どんな生きもの？

皆
みな

さまは「ワムシ」という生きものを知っていま
すか。一

いっ

般
ぱん

的
てき

に「ワムシ」と呼
よ

ばれていますが、標
ひょう

準
じゅん

和
わ

名
めい

は「シオミズツボワムシ」です。汽
き

水
すい

域
いき

に生
息する動物プランクトンで、大きさは０．２２㎜ほ
どしかありません。
魚やエビ、カニなど飼

し

育
いく

している生きものを繁
はん

殖
しょく

させ、育てることは水族館の大切な役
やく

割
わり

の一つで

す。生まれたばかりの小さな生きものを育てるため
にはえさを与

あた

えなければなりません、しかし、ヒト
の赤ちゃんが大人と同じものを食べられないのと同
じように、卵から生まれた直後のほとんどの魚の赤
ちゃんも、大人と同じえさを食べることができませ
ん。そこで、いわば魚のベビーフードとして水族館
で活

かつ

躍
やく

しているのがこのワムシなのです。かごしま
水族館では、ワムシを与えることで、ミジンベニハ
ゼ、アミメハギなどを育てることに成功しています。

アクアラボではワムシを顕
けん

微
び

鏡
きょう

で観
かん

察
さつ

しながら、
どんな生きものなのか解

かい

説
せつ

します。また、実際にワ
ムシを食べて育った水族館の魚たちも紹介します。
そして実は、ワムシを与えて赤ちゃんを育てるとい
う方法は、水族館だけではなく、私たちが普

ふ

段
だん

美味
しく食べている養

よう

殖
しょく

魚
ぎょ

にも使われていて、ワムシが
私たちの食を支えています。小さなワムシの大活躍
をぜひ聞きにいらしてください。� （菊

きく

地
ち

一
かず

真
ま

）

シオミズツボワムシ

特別企画展 海の宝を釣
つ

り上げろ！～鹿児島の釣
ちょう

魚
ぎ ょ

展～
２０２５年７月１８日（金）～１１月３日（月・祝）

南北６００ｋｍに広がる鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

は釣りパラダイ
スです。県本土には全国的に有名な釣りの対

たい

象
しょう

魚
ぎょ

が多く生息し、南の奄
あま

美
み

群
ぐん

島
とう

では亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

域
いき

の魚
も狙

ねら

うことができます。地
じ

元
もと

の人はもちろん、全
国の腕

うで

自
じ

慢
まん

からも愛される人気の高いフィールド
です。
今回は県本土周辺における船、磯

いそ

、砂浜、河
か

口
こう

、海釣り公園の５種類の釣りのフィールドにつ
いて取り上げ、そのフィールドごとに釣れる魚た

ちを紹
しょう

介
かい

します。メインターゲットとされる魚だ
けではなく、釣り人からは“外

げ

道
どう

”として煙
けむ

たが
られがちな魚も紹介します。普

ふ

段
だん

何
なに

気
げ

なく釣って
いる魚も、水

すい

槽
そう

で泳ぐ姿
すがた

を見ると新たな一面に気
づくかもしれません。また、水槽に入りきらない
ような大物もパネルでその迫

はく

力
りょく

をお伝えします。
釣りフィールドとしての鹿児島県のポテンシャル
を感じてください。
さらに、今回は釣りで使用する道具についても
紹介します。一言に「釣り」といっても使う道具
は多

た

岐
き

にわたり、狙う魚はもちろん、環境や釣り
方によって上手に使い分けることが重要です。
「釣りを始めてみたいけど何が必

ひつ

要
よう

か分からない」
という人も今回の特別企画展を見れば一歩踏

ふ

み出
せること間

ま

違
ちが

いなし！
釣りによく行く人も釣りをこれから始めたい人
も、こぞって会場にお越

こ

しください。
� （石

いし

原
はら

　祥
しょう

太
た

郎
ろう

）

ワムシを摂餌したミジンベニハゼ（4日齢）



特別企画展「のぞいてみよう海藻の世界」のオープニングイベントを行いました。
鹿児島大学水産学部の寺田 教

きょう

授
じゅ

、鈴木助
じょ

教
きょう

に講師として来ていただき、海藻の押し
葉を使

つか

った「海の森図鑑」を作りました。県内で採集された２４種類の海藻を乾
かん

燥
そう

させ
て押し葉を作り、学名や和

わ

名
めい

、採集地等が載
の

ったラベルを貼
は

ってファイルに入れたら完
かん

成
せい

！自分だけの海藻図鑑のできあがりです。ワカメやヒジキなど家
か

庭
てい

でもおなじみの海
藻から、見たことも聞いたこともない海藻まで、たくさんの種類の海藻をひとつひとつ
名前を覚

おぼ

えながら丁
てい

寧
ねい

に押し葉にしていきました。図鑑以外にもしおりやポストカード
を作り、個

こ

性
せい

あふれる素
す

敵
てき

な作
さく

品
ひん

がたくさんできました。� （新
にい

山
やま

美
み

侑
ゆ

）

色とりどりの折
お

り紙の魚たちが泳
およ

ぐ大きな画
用紙の海を広げ、磁

じ

石
しゃく

のエビをえさに魚釣
つ

りを
楽しんでもらいました。ジンベエザメからチン
アナゴまで、さまざまな魚たちは、ボランティ
アがたくさん折って用

よう

意
い

したものです。バケツ
いっぱいに釣りあげた魚の中から１匹を選

えら

び、
ひもを付

つ

けてメダルにしてプレゼント！その
うれしそうな子どもたちの姿

すがた

にボランティアも笑
え

顔
がお

になりました。隣
となり

の折り紙コーナーも盛
せい

況
きょう

でした。４月に新たにボラン
ティアとして加

くわ

わったメンバーもさっそく大忙
いそが

しでしたが、交
こう

流
りゅう

も深
ふか

まり春の楽しい２日間となりました。�（柏
かしわ

木
ぎ

　由
ゆ

香
か

利
り

）

当館は５月３０日に開館２８
周年を迎えました。私が入社し
たのがちょうど開館１０周

しゅう

年
ねん

の
年でしたので、時が流

なが

れるのは
早いものです。今では鹿児島も
インバウンドのお客さまを街中
で見かけることも当たり前にな
り、外国語が話せなくともス
マートフォンを用いてコミュニ
ケーションが取

と

れる時
じ

代
だい

になり
ました。また、世

せ

界
かい

遺
い

産
さん

となっ
た仙

せん

巌
がん

園
えん

の前には新
しん

駅
えき

が開
かい

業
ぎょう

し、大いににぎわいを見せてい
ます。

さて、鹿児島では珍
めずら

しく雪の
降
ふ

る２月２４日、当館では５年
ぶりにイルカの赤ちゃんが生ま
れました。出産から授乳まで非

ひ

常
じょう

に順
じゅん

調
ちょう

で元気にプールを泳い
でいます。この赤ちゃんイルカ
がお母さんになる日もそんなに
遠い話でもないかもしれません。

� （三
み

重
しげ

　拓
たく

）

さくらじまの海 2025年第29巻 第1号 通巻110号
（2025年6月発行）

公益財団法人鹿児島市水族館公社
〒892-0814  鹿児島県鹿児島市本港新町3番地1
TEL.099-226-2233   FAX.099-223-7692

【ホームページ】 https :// iowor ld . jp 
株式会社イースト朝日

編集・発行／

印 　　刷／

２０２３年に南さつま市笠
かさ

沙
さ

町から採
さい

集
しゅう

されたオニハ
ゼ属

ぞく

魚
ぎょ

類
るい

４個
こ

体
たい

に基
もと

づき、
２０２５年２月にホタルビ
オニハゼTomiyamichthys 
hyacinthinusが 新 種 と し
て記

き

載
さい

されました。標
ひょう

準
じゅん

和
わ

名
めい

の「ホタルビ」と学名の
「ヒヤシンス」は、ほのか
に輝

かがや

く背
せ

鰭
びれ

の青色斑
はん

に由
ゆ

来
らい

します。本種は体長４㎝以
い

下
か

の共
きょう

生
せい

ハゼで、コトブキ
テッポウエビの巣

す

穴
あな

を利
り

用
よう

することが確
かく

認
にん

されていま
す。現

げん

在
ざい

、本
ほん

種
しゅ

は鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

本
ほん

土
ど

以
い

外
がい

にも伊
い

豆
ず

諸
しょ

島
とう

、高
こう

知
ち

県
けん

、奄美群
ぐん

島
とう

、沖
おき

縄
なわ

諸
しょ

島
とう

、および八
や

重
え

山
やま

諸
しょ

島
とう

における生
せい

息
そく

が確認されています。
� （鹿児島大学総

そう

合
ごう

研
けん

究
きゅう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

　館長　本
もと

村
むら

浩
ひろ

之
ゆき

）

編集後記

海藻押し葉で「海の森図
ず

鑑
かん

」をつくろう

かごしま水族館ボランティアによる「春のいお祭り」を行いました

№ 39 ホタルビオニハゼ

ホタルビオニハゼ　Tomiyamichthys hyacinthinus　（上がオス、下がメス）


